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会  議  の  状  況 

 

平成２９年度第１回青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議合同会議 

 

１．日  時 平成２９年５月２２日（月） １４：００～１６：００ 

 

２．場  所 ホテル青森 ３階 孔雀の間 

 

３．出席委員 ５７名 

 

４．提出資料 

資  料  １ 会議の状況 

資 料 ２ 環境放射線モニタリングの流れ 

資 料 ３ 原子力施設環境放射線調査報告書(平成２８年度第３四半期報) 

資 料 ４ 東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書(平成２８年度第３四半期報) 

参考資料１ 原子燃料サイクル事業の現在の状況について 

参考資料２ 東通原子力発電所の現在の状況について 

参考資料３ リサイクル燃料備蓄センターの現在の状況について 

 

５．概  要 

⑴ 議事 

ア 原子力施設環境放射線調査結果（平成２８年度第３四半期）について 

(ア) 原子燃料サイクル施設 

県及び日本原燃(株)から資料３により説明があり、次のとおり確認された。 

・原子燃料サイクル施設に係る平成２８年度第３四半期の環境放射線等調査結果は、こ

れまでと同じ水準であった。原子燃料サイクル施設からの影響は認められなかった。 

 

(イ) 東通原子力発電所 

県及び東北電力(株)から資料３により説明があり、次のとおり確認された。 

・東通原子力発電所に係る平成２８年度第３四半期の環境放射線調査結果は、これまで

と同じ水準であった。東通原子力発電所からの影響は認められなかった。 

 

(ウ) リサイクル燃料備蓄センター 

県から資料３により説明があり、次のとおり確認された。 

・リサイクル燃料備蓄センターに係る平成２８年度第３四半期の環境放射線調査結果は

これまでと同じ水準であった。 

 

     委員から、キャベツの炭素-14 放射能濃度が平常の変動幅を上回ったことについて質

問があり、県から、キャベツの水分量がこれまでと比較し、明らかに低く、生重量あた

りの放射能濃度が高くなったと考えられる、また、比放射能は平常の変動幅の範囲内で

あり、施設からの影響はないと判断されるとの説明があった。 

 

 

資料１ 
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     委員から、空間放射線量率が過去の測定値を上回ったことについて質問があり、県か

ら、ビスマス-214等が検出されたが、人工放射性核種は検出されなかった、また、同時

間帯に複数の地点で空間放射線量率の上昇が見られたとの説明があった。 

 

イ 東通原子力発電所温排水影響調査結果（平成２８年度第３四半期）について 

県から資料４により説明があり、今後も引き続き調査を継続し、データの収集に努めて

いくこととした。 

 

⑵ その他 

ア 原子燃料サイクル事業の現在の状況 

日本原燃(株)から参考資料１により、各事業の運転状況等について説明があったほか、

新規制基準への対応状況、品質保証活動の是正措置に係る状況及び原子力事業者防災業務

計画の修正等について説明があった。 

 

イ 東通原子力発電所の現在の状況 

東北電力(株)から参考資料２により、東通原子力発電所の運転状況等について説明があ

ったほか、原子力災害時における北海道電力(株)との相互協力に関する基本合意、原子力

事業者防災業務計画の修正及び東通原子力発電所敷地内断層に関する追加調査について説

明があった。 

 

ウ リサイクル燃料備蓄センターの現在の状況 

リサイクル燃料貯蔵(株)から参考資料３により新規制基準に係る適合性審査の状況及び

原子力事業者防災業務計画の修正について説明があった。 

 

 

  

 


